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2016年 2月 24日 

 
各 位 

会 社 名  第 一 三 共 株 式 会 社 
代 表 者  代 表 取 締 役 社 長  中 山  讓 治  

（コード番号 4568 東証第１部） 

問合せ先 常務執行役員ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 石田 憲昭 

TEL 報 道 関 係 者 の 皆 様 03-6225-1126 

株式市場関係者の皆様 03-6225-1125 

 

2016 年 4月 1日付 組織改定について 

 

第一三共グループの組織改定について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1．第一三共株式会社 

（１）研究開発本部 
    癌領域への更なる注力と創薬研究のスピードアップを目的に以下の改定を行う。 

①  統括組織 
    現行の「研究統括部」、「バイオ統括部」および「開発統括部」の癌領域の研究・

臨床開発機能を集約して「オンコロジー統括部」を、また「研究統括部」「バイオ

統括部」にある研究基盤を創出・リードする機能を集約して「研究基盤統括部」を

それぞれ新設する。バイオ関連機能を両統括部ならびに製薬技術本部に移管し、「バ

イオ統括部」を廃止する。 
②  研究組織 

    研究統括部においては、機能別・疾患領域別の研究所組織を、重点疾患領域ごと

に再編し、合成研究・薬理研究・外部提携を同一組織にてマネジメントすることで、

創薬研究のスピードアップを図る。また、新たな創薬機会を創出するため、「細胞

治療ラボラトリー」を新設、グループ会社アスビオファーマ株式会社の「再生医薬

フィールド」とともに、細胞治療に取り組む。 
  研究基盤統括部においては、ペプチド医薬、蛋白医薬、核酸医薬等の次世代医薬

品の候補品創製機能に集中特化した「モダリティ研究所」を、オンコロジー統括部

においては癌領域の研究機能を担う「オンコロジーラボラトリー」と癌関連のバイ

オ創薬研究機能を集約した「バイオ・癌免疫ラボラトリー」をそれぞれ新設する。 
    

 ＜新設・再編する組織＞ 
    ・研究統括部 傘下 

「疼痛・神経ラボラトリー」「臓器保護ラボラトリー」 
「希少疾患・LCM ラボラトリー」「細胞治療ラボラトリー」 
 

    ・研究基盤統括部 傘下 
「薬物動態研究所」「安全性研究所」「モダリティ研究所」 

     
・オンコロジー統括部 傘下 

     「オンコロジーラボラトリー」「バイオ・癌免疫ラボラトリー」 
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    ＜廃止する組織＞ 

「創薬化学研究所」「癌研究所」「循環代謝研究所」「先端医薬研究所」 
「生物医学研究所」「バイオ創薬研究所」「バイオ基盤研究所」 

 
③  開発組織 

「開発計画部」、「開発推進部」および「トランスレーショナルメディシン部」の

癌領域の臨床開発機能を集約して「オンコロジー臨床開発部」を新設する。癌領域

以外の臨床開発機能は新設する「臨床開発部」が担当する。 
 

＜新設する組織＞ 
・開発統括部 傘下 
「臨床開発部」 

 
・オンコロジー統括部 傘下 
「オンコロジー臨床開発部」 

 
   ＜廃止する組織＞ 
     「開発計画部」、「開発推進部」 
 
（２）製薬技術本部 

バイオロジクス開発プロジェクトの後期段階への移行、商用生産技術の開発を鑑

み、「バイオ医薬研究所」を製薬技術本部に移管する。 
 

＜再編する組織＞ 
・製薬技術本部 傘下 
「バイオ医薬研究所」 

 
（３）メディカルアフェアーズ本部 
    医学的・科学的・倫理的価値判断に基づくメディカル戦略の立案・疾患領域 

情報の発信をもって、当社製品価値の極大化を図るため、営業組織から独立した 
「メディカルアフェアーズ本部」を新設する。同本部には現行の各組織にて分散対

応している関連機能を集約し、情報の創出・発信および本部の企画･渉外機能全般

を担う「メディカルサイエンス部」を新設するとともに、医薬営業本部「製品情報

部」を移管する。 
 

＜新設・再編する組織＞ 
・メディカルアフェアーズ本部 傘下 
「メディカルサイエンス部」 
「製品情報部」 

 

 

 

以上 


